第４回登別市市民自治推進委員会会議録
平成１９年　５月２８日（月）　

１８時３０分～２１時００分　　

登別市民会館 １階   大会議室  
 出席　３５名                   
木村副会長
　それでは皆様こんばんは。お仕事等がある中、この夕方にお集まりいただきありがとうございます。これより登別市市民自治推進委員会の第４回全体会議を始めてまいりたいと思います。

　はじめに田中会長のほうから一言ご挨拶をさせていただきます。

田中会長
　おばんでございます。昨年１０月より色々と皆様方と会議を重ねてきて半年あまりが過ぎようとしています。昨今役所のほうからも、ぜひ市民自治推進委員会に協議していただきたいという案件が部会によっては挙がってきているように聞いております。

　今日第４回目の全体会議となりますが、スムーズな議事運営をしたいと考えておりますので、皆様方のご協力を節にお願いして結びとさせていただきます。よろしくお願いします。

木村副会長
　ありがとうございます。それでは続きまして議長の選出に入りたいと思いますが、議長についてはこちら側でご指名をさせていただいてよろしいでしょうか。

　　～異議なし

　ありがとうございます。それでは第２回、第３回に続きまして三澤副会長に議事を進めていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

議長（三澤副会長）
　皆様のご協力でスムーズな会議をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

　では本日のレジメに沿って進めさせていただきます。

　まずは４番目資料の確認でございます。

　机に上がっております今日のレジメです。これと事前に議案書をお送りさせていただきました。またお持ちで無い方は受付で配布しており、今手元にあると思いますが皆さんお持ちでしょうか。

　それでは皆さんお持ちのようですので、議事に入っていきたいと思います。

　５番の１の議題１、最初に登別市市民自治推進委員会規約改正について、まずご説明いたします。お願いいたします。

木村副会長
　それではすみません。着席のまま説明をさせていただきたいと思います。
　皆様方に第４回目のこの全体会のご案内をさせていただいた中に、議案の修正部分も含めた案件を上程させていただいておりますので、それに基づきながら上程をしてまいります。

　前回第３回の全体会で、石亀委員、谷崎委員、須田委員、川島委員と、それぞれご質問をいただいて、その中で、運営委員会で再度協議をした後に、皆様方におはかりをさせていただくということでご承認をいただいておりました。

　その後、今日の式次第の次のページに自治推進委員会の開催状況ということで、別紙３がお手元にあると思いますが、その中の向かって右端に規約見直し検討委員会と書かれてあります。全体会議を皆さんで１２月２０日の日にご確認をいただき、その後１月２３日に運営委員会を開催して、規約の見直しに関する委員会を設けることで、直ちに規約見直し委員会を設置しまして、３回の見直し委員会を開催しました。その後、運営委員会に再度はかり、本日皆様にご確認をいただくということで進んでまいりました。

　それでは前もってお配りをさせていただいた新旧の自治推進委員会の規約についてご説明をさせていただきます。

　変わった部分のみアンダーラインで記載をされておりますので、そちらについてのご説明をしますが、改正案としては名称、この中には登別市市民自治推進委員会は、以下この規約の中では「委員会という」という文言を加筆してあります。

　それに伴いまして、次に事業のところですが、委員会名のところを抜きたいというような形で書いてあります。そして次のページ、ここは個人情報に関するところであります。個人情報、これまでは登別市市民自治推進委員会が取り扱う個人情報は、個人情報保護に関する法令及び別に定めるマニュアルを遵守し、適切に保護するという文章が書かれておりましたが、ここの部分は削除しております。この削除した理由につきましては、この登別市まちづくり条例については、他の登別の個人情報に関する法律に抱合されているということなので、ここで特別に謳わなくても既にこの個人情報については保護しなければならないという意味合いがありますので、ここは削除させていただきました。

　続きまして委員の登録及び退会等についてですが、これについては既存の条例ではそのルール作りはありませんでした。

　そこで、併せて新しく委員の登録はという文章で始まっております。登別市市民自治推進委員会　登録・更新・変更申込書、別記様式第１号により随時行い、退会及び休会は登別市市民自治推進委員会　退会・休会申込書、別記様式第２号により随時行う。

　なお、全体会議及び部会等に６ヶ月間出席のない委員については、委員の意思を確認し、退会・休会・継続させることができるという形になっております。

　そして任期につきましては、前回は３年とし再任を妨げないという形をとっておりますが、ここも基本的には３年と考えております。ただし最初のスタートした年が、昨年の１２月でありますので、１年目がどうしても数ヶ月間の時期になってしまいますので、そこを含めてこのような記載になっているというところであります。

　次に役員については委員会と省略化させていただきます。

　続きまして役務のところの（１）会長はの次のところも委員会はと省略をさせていただき、（３）部会長は各部会の運営をつかさどるということになっております。

　そして、その次のページの全体会議であります。このページの最後の部分から次のページになりますが、この全体会議について但し書きがあります。

　ただし、委員の登録者数の過半数が出席しない場合、全体会議を開くことができないものとする。なお、委員の権限については他の委員に委任することができないとなっておりますので、この全体会議は登録者の過半数がなければ成立しないということと、委任状を使うことはできないという意味あいになっております。

　理由は、広範な市民が自らの行動と責任をもって作り出すこのまち、その運営をつかさどっている自治推進委員会はより主体的に行動して責任をとっていく観点から、それを誰かに委任したりとか、少なくとも成立をしようという観点ではなくて、一人ひとりが自主的に参加して責任を取っていくということは必然の流れだろうということで、登録者の過半数そして委任状は出せないということで今回は提起させていただきました。

　そして、その内容についても、自治推進委員会を委員会と省略をさせていただいています。また、（運営委員会）の項についても委員会と省略し、その運営は登別市市民自治推進委員会運営委員会運営基準により行うこととすると、運営委員会の中でも定めを作ってあります。

　次のページ部会についてです。部会について、運営委員会のところの（５）番で委員会はと省略をしています。

　つづきまして部会についてです。部会につきましては（３）のところで、委員会はと省略させていただいたのと同時に、登別市市民自治推進委員会　登録・更新・変更　申込書（別記様式第１号）という加筆と、また、委員は複数の部会に登録することができ、これも別記様式１により登録及び変更をすることができるとなっております。

　これは、これまではご登録いただいた部会は基本的に１つというような考えが主流だったかと思いますが、いくつでも登録してその部会に所属することができるという考え方であります。

　そして事務局のところも委員会と省略をさせていただいております。

　次のページになりまして、同じく事務局の中で７番目８番目のところは委員会と省略をさせていただいております。

　そして、前回大きくご質問があった傍聴者の件でありますが、委員の傍聴と委員以外の傍聴と２つに分けています。委員は運営委員会及び部会を傍聴することができる。ただし、傍聴する場合は事前申込みをしなければならない。また、運営委員会の傍聴については、会議の内容によっては傍聴することができない。基本的には全てが傍聴できるという考えでおりますが、個人情報やいろんな内容によっては、運営委員会の傍聴についてはそれを拒む場合もあるとご理解をいただきたいと思います。

　そして委員以外の傍聴ということですから、登録をされていない方についての傍聴の取り扱いについてとお考え下さい。委員以外のものは、全体会議、部会の傍聴について事前に申込み、傍聴することができる。ただし、運営委員会は、会議の内容によっては運営委員会の傍聴を拒むことができる。なお、委員以外のものは、議長及び部会長に発言を求められたとき以外は発言することはできないという形になっております。

　こちらも委員以外のものが、事前に申込みをすると傍聴することはできる形になっています。しかし、発言等については議長及び部会長に発言を求められたときと限定になっているとご理解下さい。

　そして傍聴者の退場については、議長は、傍聴者が会議の進行を妨げるとき、これを退場させることができるとなっております。

　次に加筆としてその他、この規約に定めるもののほか、会の運営に関し必要なものは運営委員会で協議し決定するものとする。

　そして附則のところでは、施行日として、皆様方にご理解をいただければ、ここに本日の日にちを記載させていただいて、改正という運びにしたいと考えております。

　次のページには、先ほど別記様式第１号、第２号ということをご報告させていただきましたが、その雛形を記載してありますので、ご確認をいただきたいと思いますが、この新旧の中での違いというのは、登録、更新というだけじゃなく変更という部分ができるようになっております。

　そして、次のページには退会・休会の場合の申込書、別記様式第２号を記載してあります。
　そして、次のページからの規約については新旧対照表の改正後のものを記載してあるとご理解下さい。

　前回の第３回目でご指摘をいただきました傍聴に関する件につきましては、基本的には傍聴はできると考えで、発言等があればぜひたくさんの部会に登録していただいてご発言をしていただければと考えております。常にオープンでありたいということと、それぞれのご参加される方には自己責任のもとに取り組んでいただきたいという思いも含めて、このような改正を提案させていただきたいと思います。以上です。

議長（三澤副会長）

　ありがとうございました。規約見直し委員会などの議事録もお手元に渡っていると思いますが、またこの提案書も事前にお渡ししておりますので、目をとおしていただいたという前提で、ご質問を受けたいと思います。まずご質問ございませんでしょうか。

近藤委員（第２部会）

　第２部会の近藤といいます。新旧対照表の２ページの（５）のところですか。ここの個人情報の保護というところを削除しましたということなんですが、恥ずかしながら個人情報の法律的なことなどよく存じておりませんが、この全体会議なり部会なりで個人情報のことは検討しないということを全体会議の中で確認したほうがいいんじゃないかなと思っております。質問とは違うかもしれませんが。

議長（三澤副会長）
　ありがとうございます。あったほうがよいという意見でもないんですよね。

近藤委員（第２部会）
　要は全体会議の中でも皆さんに徹底したほうがいいんじゃないかなと思っています。

議長（三澤副会長）
　今の件について、同じ運営委員会の中から発言します。

平運営委員
　本来は私が答えるべきではないんですが、これ前回の全体会議の中で、私が個人情報のことに関して、こちらの席から削除する理由、必要ないんじゃないかという回答私がしたものですから、今日も答えさせていただきます。

　前回、この個人情報保護の案件をなぜ必要が無いか、まずここに入れなければいけないかというよりも、この市民自治推進委員会は個人情報を取り扱うことはまず無いだろう。もし個人情報に関することが、議題として飛び込んできたとする。これはまず運営委員会で議題として出す段階で、これは個人情報に関することはわれわれがやるべきではないという前提があるので、わざわざここに規程しないほうがいいのではないかという答えを、私が皆さんに申し上げた経緯があります。

　それを規約改正検討委員会のときにも、同じ趣旨のことを私申し上げまして、検討委員会の中でも了承されて削除することになりました。ですから全体的に今おっしゃった全体会でこれを申し合わせたほうがいいんじゃないかという趣旨と全く同じレベルで、自治推進委員会は全体会議としても運営委員会としても個人情報に関することは一切取り扱いしませんよ、来てもこれは審議する以前に、これはわれわれがふれる問題ではないという形で、たぶん運営委員会で却下すると思います。そういういきさつがあったもんですから、今回わざわざ文章として入れるよりも入れないほうがいいであろうということでご理解いただけますか。
近藤委員（第２部会）
　了解しました。

議長（三澤副会長）
　他に、何かありませんか。
瀧川委員（第３部会）

　４ページ目の全体会議の説明がありまして、ただし書きで委員の登録者数の過半数が出席しない場合、全体会議を開くことができないものとするとありますが、それと５ページ目の委員は複数の部会に登録することができますと、いろいろな部会に出ていろんな情報を得て発言をしたいという場合、過半数と言っているのはだぶって登録した場合の数の捉え方はどうなるのか。
１人が複数になるのか、１名は１名なのか、お答え下さい。
木村副会長
基本的な考え方としては、１名は１名です。
議長（三澤副会長）
他に、ご質問ございませんか。
なければ、ご意見をいただきたいと思います。
ご意見ないということで、私たちが出しました規約改正（案）について、ご承認いただけたということで、拍手でご確認お願いします。
　（拍手あり）

ありがとうございます。

次に、議題の２番、平成１８年度の活動報告についてです。
木村副会長
第１号議案、規約のご承認ありがとうございます。これをもちまして、附則の期日は本日みなさまがたにご承認いただいた日にちを記載させていただきます。
次に、第２号議案、平成１８年度活動報告について、先ずは会長から全体の活動について概要報告をしていただき、その他部会の活動については各部会長から報告をしていただきます。
田中会長
それでは、全体会議、運営委員会、規約見直し検討委員会この三つをまとめて報告させていただきます。
基本的な考え方といたしましては、私はこの委員会の要は部会だと考えております。
部会の活動がスムーズにいくための運営委員会であり規約であると考えております。
お手元に資料があるかと思いますが、市民自治推進委員会の開催状況という欄で、まず全体会議は今日を含めて４回開催しております。そのなかで、会長、副会長、役員と決めてきたという経緯があります。その中で規約のご承認もいただきました。最初にご承認いただいた規約の一部を修正すべきとの意見がありまして、規約検討見直し委員会を３回開催し、先ほどの規約の承認をいただいております。
運営委員会は３回開催しております。第１回目は、１９年１月２３日に開催し、運営委員１６名中１４名出席しております。第２回目は、４月１３日、１６名中９名出席しております。第３回目は、５月２３日、１６名中１４名出席しております。
引き続き、規約見直し検討委員会を３回開催しております。規約見直し検討委員は１０名おります。第１回目は２月８日、１０名中８名出席しております。第２回目は２月２７日、１０名中７名出席しております。第３回目は３月２７日、１０名中７名出席しております。以上、雑駁ですが全体会議、運営委員会、規約見直し検討委員会の報告とします。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。

続きまして、部会の報告をお願いします。　
先ず、第１部会お願いします。
平運営委員（第１部会長）
第１部会の平です。
第１部会の取り扱う事項は、まちづくり、国際交流、情報公開、防災、消防、広聴広報、行政改革、財政、広域行政、その他の分野に属さないものということで、計、現在までに４回部会を開いております。
１回目は１０名中８名の出席で、まず１回目でしたので、第１部会のあり方について各委員の方の考え方等を聞いて議事進行をしました。そのなかで、部会の開催は原則月１回程度とし、部会開催時に次の開催日を決定するということを決めました。
それから、定足数は定めない。例え、過半数以下であっても部会は開催すると。それから、部会の進行の議長は強制ではないが原則委員のみんなが交代制ですると。そのほうが参加意識が出るだろうということでした。
２回目は、１０名中６名の出席で、登別市の財政状況についてすこし検討してみようということで、第１部会の取り扱う項目というものは間口が広いものですから、市のほうからまだテーマがなにか審議してくれというあるわけではないので、自分達で何かテーマを探していくとやはり財政状況であろうということで、２回目は市のほうから１時間ほどレクチャーを受けました。
３回目は、１０名中７名の出席です。財政状況について研修と検討をしてみました。市のほうから登別市の財政状況という冊子を出してもらいました。全部はとても短い時間ではできませんので、このなかから委員みんなが気になるところをピックアップし、市のほうにいろいろ質問をしてみました。そのなかで、補助金とか助成金の現状はどうなっているのかという質問が委員の中からでましたので、次回そういうテーマでやってみようという話が出たものですから、市のほうから会計予算表というものを出してもらいました。いろいろな補助金･助成金がどういう現状で出ているか、かがみだけで中身はありませんが資料を出していただいて、それを少しもんでみました。
４回目は、１０名中６名の出席で、３回を終えてはじめて、皆さん方向付けについて分かっていなかったものですから、委員のみんなが考える自治とは何ぞやということで考え方の発表会という形で４回目をやっております。　
雑駁ですが終わらせていただきます。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。
では、第２部会お願いします。

大山口運営委員（第２部会長）
第２部会の大山口と申します。
第２部会はお手元の資料にございますとおり、今まで４回部会を開催しております。
部会のメンバーは、１２名です。
第１回目は、１２名中９名の出席で開催し、市民生活部が対応することになっておりまして、その中の税に関することについてと市民サービスに関することについての説明を市の担当より受けております。
第２回目は、１２名中５名の出席で開催し、クリンクルセンターを始めとした環境・衛生問題について市の担当より説明を受けております。
第３回目は、１２名中４名の出席で開催し、環境関係や市民生活関係でテーマを選ぶのに悩んでいまして、どうしたらよいかというなかの一つとして、市で委託しているものには何があるのか、あるいは関係団体にはどのようなものがあるのか、どんな機能・目的で関わりあっているのかという資料の提供を求めて検討しました。
その後、４ヶ月が過ぎましたので、そろそろテーマを選定して検討していきたいと候補をあげて議論をしたところであります。
４回目は、１２名中７名の出席で開催し、そこで何をどうするかということがよくわかっていないということが正直なところありまして、包括的な大きなタイトルにしてしまおうということで、「地域の環境整備」、なおかつ「安心で安全なまちづくり」というテーマにして動き出そうと決めました。これから説明があります外部評価云々との絡みで検討順番が変わることがあろうかと思いますが、皆さんと協議をしながら進めて行こうと思います。以上でございます。
議長（三澤副会長）
ありがとうございました。

続いて、第３部会お願いします。

山田（耕）運営委員（第３部会長）
第３部会の山田です。

第３部会は、福祉関係なので色々と難しいものがたくさんあるんですよ。たくさんの項目がありまして各部会員の個々でも全般的にみましてひとつのものについては分かっているのですが、他のことについてはわからんというのが正直なところです。
第１回目は、保健福祉関係の業務内容について、市の担当者から総合計画に沿った説明がありました。
その後、質疑応答を行いその中で社会福祉協議会と市の役割、組織・事業内容等が分からないということで、第２回目のときはそのことについて、市の社会福祉総括主幹から説明を受けました。出席者については、第１回目は、１３名中８名、第２回目も、１３名中８名、第３回目からは、２名増え１５名になりまして、第３回目は、１５名中９名、第４回目は、１５名中１３名です。
第３回目は、各部会員考えていること、疑問に思っていることについて議論をしましたが、先ほどお話したとおり、福祉に関する限り問題点を出すにしても、まったく分かっていないにでは何も話ができないというこが現状でして、少しでも疑問に思ったら勉強していかなければならないと感じました。問題点が出たらその時点で市の担当者にわれわれの疑問をぶつけていくということで終わりました。
第４回目は、敬老会の補助金及び家族介護慰労金、国民健康保険税、介護保険料の算定方法、
７０歳から７４歳の自己負担額の増額について、市の担当者から説明をうけました。
今回、後から出てくると思いますが「福祉のまちづくり条例」というものが出てきまして第３部会でやるということが運営委員会で決まりまして、今後は、外部評価についてもやって行きたいと考えております。以上です。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。
続いて、第４部会お願いします。
川西運営委員（第４部会長）
第４部会の川西と申します。
第４部会は、４回部会を開催しておりまして、原則毎月第１月曜日に開催することにしております。やってきた内容は、ちょっと他の部会とわれわれの進め方とは違うなと気がついたんですが、まず最初に皆さんのやりたいこと、取組みたいことについて出していただきまして、アイデアと自分の取組みたいことについての二つに分けました。

取り組みたいことについて、集約しましたところ四本になりまして、それらを今後どのように具現化して行くかという検討に入っております。以上です。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。

続いて、第５部会お願いします。

小笠原運営委員（第５部会長）
第５部会の部会長の小笠原と申します。よろしくお願いします。

第５部会は、５回部会を開催しました。当初、全体会議のときは２名しか集まらず流会となって、多分出遅れるのかなと思っておりましたら、他の部会より１回多く５回の部会を開くことが出来ました。部会のなかで５名以上の出席がなければ流会にするというルールを決めましたので全て５名以上の出席です。現在９名が所属しております。

第１回目のときに、第４部会の川西さんが言われたように部会員の知りたいこと、やってみたいこと等のご意見を伺いまして、その中で例えば、内部評価とか、これからの事業計画に対する行政の仕組みはどうなっているのか、また、水道料金が高くなっているのでその水道料金についてどうなっているのか、また、市内に空きスペースがあるのでその空きスペースを有効利用できるような考え方はできないのか等のご意見をいただき、それでは先ず、都市整備部のそれぞれのグループの情報を得ようと２回目から４回目まで３回に分けて、建築、土木･公園、管理各グループ、そして、水道、下水道各グループ、総務部にある都市計画担当から説明を受けました。
その後、５回目の内容は後に話が出てくるかと思いますが「条例」についての話が情報として二つのグループからありまして、その件についてきちんと話をしなければいけないということで５月１４日、５回目を開催しました。以上です。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。

最後に、第６部会お願いします。
川島運営委員（第６部会長）
第６部会の川島でございます。
私どもの部会は、文化・スポーツ・教育に関するということで担当は教育委員会です。

第１回目には、教育委員会から１０名の職員の出席をいただきまして、第２期基本計画について説明していただきました。その中で、情報提供としまして皆さんご存知のように３月議会の中で市長が図書館のあり方について答弁をしております。当初、図書館は新築ということを考えていたのでありますが、財政が困難ということで改築の予定ということで、その辺のことにつきましては自治推進委員会のほうに委ねるということで、私どもは図書館にテーマを絞り４回部会を開いております。３回目には、図書館の実態把握のため実際に図書館を見ながら皆さんに意見を出していただきまして、次回６月２０日に意見集約をし、提出して行きたいと考えております。以上です。
議長（三澤副会長）
ありがとうございました。

改めまして、第６部会までの活動状況、開催状況を聞きますと他の部会の興味もわいてきたのかなと思いますが、これは報告ということなのでご質問があれば。
　　　～なしの声あり
それでは、平成１８年度活動報告について、ご承認いただけますでしょか。拍手をもってお願いします。

　　　～拍手あり

ありがとうございました。

それでは、次に議題の３、平成１９年度活動計画について進めてまいりたいと思います。
木村副会長
それでは、平成１９年度活動計画について皆さんにご説明させていただきます。
平成１９年度につきましたは、先ほどご承認いただきました規約、それをフローチャートにしたものが別紙４になっております。本日お渡ししました別紙４が、市民自治推進員会意見・提言の流れということで、規約を一つの図で示したものというふうにご理解ください。この図に合わせて一つ二つ三つと、市のほうからの要請事項がきておりますので、この図の下の部分２、市からの要請する場合をイメージしながらご確認をしていただきたいと思います。
まず、登別市の中で色々な事業を展開する中で、果たしてそれが本当に適切に展開されているかどうか、内部評価と合わせて市民の皆さんの外部評価というものをつけあわせながら、更に２０年度の事業、それ以降の事業を考えていかなければならないというふうに考えております。そのなかで、登別市よりこの市民自治推進委員会に外部評価、現在４１８本ある事業を是非、皆さんで検証していただきたいということが一点でてきております。このことを踏まえて全員で４１８本を行うことは非常に難しいことでありますので、該当する各部会にそれぞれ振り分けをさせていただいて、部会のほうでご協議していただきたいと思っております。そのために基本的な統一フォーマットは、こちらで様式を作らせていただくのと同時に、登別市の中で行われている内部評価の書式も一緒にお渡しをさせていただき、行政の視点としての評価と市民からきた評価とをつけあわせをさせていただいて、とりまとめて市のほうにお返しをして、今後のより効果的な事業展開を図っていただきたいということで、今日皆さんのほうには資料５外部評価についてお渡ししております。
こちらのほうについては、運営委員会のほうで先ず、取組みましょうということで確認をして、その取組み方については各部会に委ねて行こうという形を取っております。それを受けて全体で集約を取り、更にまた登別市のほうに返して行くという考えであります。その４１８本あるものについて、基本的には全てを確認しながらと考えております。
次に、条例関係もでてきますのでそれだけをやって行くことが時間的に難しい部会は、その中から全体を捉えながらもピックアップを幾つかして頂き、そこを中心に議論していただくことについては、部会に委ねたいと考えております。こちらのほうは、以上、外部評価について説明させていただきましたが、事務局のほうで何か補足説明とかありますか。
二階堂企画グループ総括主幹
平成１２年度から、市では「事務事業評価」を試行しながら行ってきました。
その中で「内部評価」というのはどうしても行政が自分で評価するものですから、どうしても評価が甘くなってしまうことになります。
もう一つ外部評価を導入することによって、市民の皆さん方にシビアな評価、また外部評価することによりその事業に市民の皆さん方の視点とニーズを取り入れることができるという利点を考えまして、外部評価導入のご協議をさせていただきました。
細かいことになりますが、基本的に行政としては、｢内部評価｣と「外部評価」とを合わせて「総合評価」ということを考えております。それによって翌年度の予算編成には反映させたいという基本的なスタンスを持っております。
基本的に内部評価調書ができるのが７月中旬すぎで、予算に反映するために外部評価をしていただく期限というのは、１０月末にしていただかないと予算要求をする時期１１月には間に合はないと、期間的には短いのですがそのなかでご協議をしていただきたい。
また、そこで一定の期間的なものが終わるんですけれども、その間に検討できなかった事業については、その後にも継続的に事業をやっているものもありますので、その後も引き続き検討していただければと考えております。
議長（三澤副会長）
それでは、ただいまの外部評価について、初めてペーパーを読んで驚かれた方もいらっしゃるかとは思いますがご質問ございませんか。

瀧川委員（第３部会）
基本的な考え方については異論はないのですが、市として事業を進めて行くなかで、いわゆる基本構想というものがあって、その後に基本計画があって、詳細については実施計画という形でブレークダウンされているというふうに聞いておりますが、先ほど事業が４１８本ありますとか言われておりましたけれども、その項目というのは実施計画に基づいて作られていると考えてよろしいですか。それとも計画は計画で実際の４１８というのは、それとは別にヒモ付いていないということであれば、それ自身が問題だと思うのですが、その点はどうなんですか。
二階堂企画グループ総括主幹
今おっしゃったとおり、基本構想がありまして基本計画、その下に実施計画があります。基本計画の施策にぶら下がるのが実施計画事業で、今回外部評価をしていただこうというのがそこにぶら下がっている実施計画上の事業です。

瀧川委員（第３部会）
基本計画は見せていただいたのですが、以前第１期基本計画というのがさらに１０年前にありまして、それはなんらかの形でいままで実施されてきたと思いますが、今後新たに第２期基本計画という形で１０年間進めて行きましょうと書かれておりますが、その基本計画の中では総花的なすばらしい内容で書かれているのですけれども、それはそれで進めていただきたいと思いますけれども、具体的にどんな内容をどの位の期間をかけて、どの程度の予算をかけて行くのかということは基本計画の中では分からなかったですね。実施計画のなかではもっと狭いレンジの計画になっていると思われるので、そういう内容も読めば分かるようになっているのですか。
二階堂企画グループ総括主幹
第２期基本計画は、平成１８年度より１０年間の計画として市民の皆様方に参画をしていただいて作った計画です。基本計画の中では、政策、施策が記載されています。それを具現化するために実施計画の事務事業があります。
今お話されたように基本計画の作成の中で、施策をつくるのであれば１０年間の財源見通しが立たなければできないであろうという質問と解釈しているのですが、１０年間の財政状況とか、国の制度とかは、非常に早い速度で変化しております。そのなかでこのまちの収入を見込むのは不可能です。そして実施計画は、３年スパンないし４年スパンでの計画を作っておりまが、今の状況は３年の財政見通しを立てることも非常に難しい状況にあります。
それで、３年間の実施計画を毎年、毎年ローリングをかけて見直しておりまして、翌年度に入る収入を見越しながら３年、４年のスパンでローリングをかけていって、そのなかで事務事業を施行しております。
議長（三澤副会長）
いかがでしょうか。

瀧川委員（第３部会）
それは当然のことですね。１０年先を見てすべてを計画しろといっても、こういう情勢の中ではできないことは確かだと思います。
実際、事業案を考えたときには当然短いスパンのなかで１年、そして翌年は予想というかある程度の枠を見ながら徐々に変えていくのは当然のことと思いますので、今の考え方でよろしいと思います。
そういう内容が事前に出されていなければ、評価しろといわれても中々できないですよね、何を持って評価するのか、評価基準がわからなくなります。そういう意味で事前にそういう計画書なり、実際に進めて行こうとしている内容は事前に教えていただきたいと思いますが。
二階堂企画グループ総括主幹

ご理解をしていただいていると思いますが、基本的に基本計画で謳われている施策は、単年度、

単年度で実施出来るものではないのです。やはり、短くても３年、５年、１０年のスパンのなかで、基本構想に基づいたこういうまちづくりをするためにどうしたらよいかという基本的方向性なのです。それを具体的に実現するために一つ一つの事務事業があるわけです。それも財源見合いでやって行かなければならないのです。施策の基本的な方向については基本計画に謳っているつもりでおります。それも市民合意のなかで作ったと理解をしております。そして実施計画は、今まで内部評価を行っていたのですが、これに新たな市民の皆様方の視点、ニーズを入れるために外部評価の導入ということで今回導入させていただきました。
議長（三澤副会長）
今、ここに書いてあること、仕組みをご説明してくれたと思います。他に、ご意見等ございませんか。
瀧川委員（第３部会）
検討部会のメンバーから今回出された変更案で任期が約２年ですね。２年間でどこまでできるかと、１０年のスパンで考えてもいいんですが、余りにも長すぎると具体的に取り上げられないと逆な面もでてくると思いますので、そういう意味で２年間なら２年間の中でどういう内容のものをどう検討して行くのかということをある程度取り上げていかなければいけないと思っているのです。そういう意味で考えたときに、やろうとしている情報を早く見えるようにしていかなければ、なかなかできないのではないかという意味で私質問をしたのですけれども。
二階堂企画グループ総括主幹
繰り返しになりますけれども、やろうとする基本方向は基本計画に乗っております。
そしてやろうとしている事務事業については、１７年度に事後評価でやっており、ホームページに記載をし、また、各施設にも置いております。
例えば、市役所本庁、各支所に各事務事業評価調書を置いておりますので、それを見ていただくことになろうかなと思います。
瀧川委員（第３部会）
市のホームページですか。
二階堂企画グループ総括主幹

登別市の企画グループのホームページです。

議長（三澤副会長）
他に、ご意見、ご質問ございませんか。

平田（和）委員（第３部会）
第３部会の平田といいますが、市民の声、市民の声といいますが、市民自治推進委員会はそんなに価値があるものなのですか。８０名から１００名位しかいないところで討論して、５万何千人の市民の代表の声をいっているかどうか、私個人的にはまったく何も組織がない人間です。
そういう人間が責任をとられるような、お前市民自治推進委員会でそのようなことされたんだろうと言われたときに、私、市民の声というのはこの市民自治推進委員会に参加できない人たちの声もあると思うのですが、それから市の職員の方々とも色々お付き合いさせていただきましたが、まったく法律、条例、慣例、決められたことなどの以外のことは説明しないのですよ。
そういうことで、市民自治推進委員会の声が市民５万何千人の代表の声かどうか私は非常に疑問をもっています。
そこで市役所の方は必ず、市民の声、市民の声、市民自治推進委員会は市民の声といいますが
そういう価値観はあるのですか、そう見ているのですか。
議長（三澤副会長）
今の件は、市の方に向けられたご質問だと思いますので。
二階堂企画グループ総括主幹

市民自治推進委員会の第1回目立ち上げのときに、市民自治推進委員会の位置付けを説明しておりますことを最初に思い出してほしいんですが、この市民自治推進委員会は、市民がまちづくりに関わる、そして、このまちをどうして行こうかという市政に関わるステージという位置付けをしております。ですから、今お話されたように市民５万人の代表の声とは別で、一生懸命このまちを作りたいという、そして市政に関わりたいという市民の声というふうに行政は理解をしております。
瀧川委員（第３部会）
それと私の感じなのですけれども、平田さんがお話されたことはわからなくもないのですけれども、今までですとね、そういう声すらわれわれ自身が市政だよりとか見てはいるんですけれども真剣なって見たことが私自身なくて、ようやく退職をして少し余裕ができたものですから、そういう所を見たりして色々気になることがあるものですから、どうやってそういう意見を言ったらいいのか良くわからなかつたんですけれども、たまたま公募があったものですから手を挙げたら入れていただいたと。今はこういう形で勉強会に参画して、こういう意見交換に参画してそれで一般市民に関係するというのは、実は町会の役員をやっておりますので町会に持ち帰ってこういうことが話題になっているよと、できるだけそういうような意見をすえるようにいまやっております。
確かに、おっしゃることはわかるんですが、そういうように広めていかなければ、まちは良くならないと思います。
議長（三澤副会長）
他に、ご意見等ございませんか。
承認については、最後行います。
次に、条例策定についてご説明お願いします。
木村副会長
続きまして、平成１９年度の事業計画の中で条例策定の部分も別紙４のチャートで考えていただきますと、行政からの依頼を受けてであります。別紙６、別紙７をご確認いただきたいと思いますが、「景観条例」「緑化条例」策定に向けて、別紙６と併せて「福祉のまちづくり条例」策定に向けて、別紙７について上程をさせていただきます。

現在、登別市の中には「景観条例」・「緑化条例」を含むような計画がありますが、今回それぞれの役割の観点の中から「景観条例」・「緑化条例」等の策定をする必要性がある。ここの部分においては第５部会にお願いできないかということを運営委員会で協議しました。

さらに、「福祉のまちづくり条例」に関しましては第３部会にお願いし、検討していただきたい項目として目的や理念、そして基本方針や役割などをという形で、それぞれの部会のなかで協議をしていただきながら条例の策定に向け取組んでいただきたい、というのが今回の条例策定に向けてという議案であります。
議長（三澤副会長）
皆さん、ご質問ございませんか。

ご意見ございませんか。

中原委員（第３部会）
条例、外部評価もそうなんですが、あまりにも問題が大きすぎて一部会の一員なのですが、それなりの思いがあって部会に所属して、果たしてそれぞれの部会に入ってやりたいと思っていたことと、今行政から依頼を受けた外部評価と条例のことを考えますと、果たして私何のために市民自治推進委員会のメンバーに入ったのかなという感じが正直いってあります。
確かにこれも必要なことだと思うのですが、はっきり言ってなんなのという感じがあります。私、第３部会に所属しておりまして、いままで４回部会をやった中で、果たして月１回の部会で、月１回部会開催と決めたので、いままでの話し合いのなかでも本当に月１回でいいのか、さらに今回の全体会議で提起されても、私ははっきりいってこれは難しいと、これは私意見として思うのはうちの部会で勝手にやらしてほしいなという感じをもっております。なおかつ「福祉のまちづくり条例」というのを預けられても山田部会長どう思っているかわかりませんけれども、どうなのでしょうかね。
議長（三澤副会長）
そのことにつきましては、運営委員会のなかでも本当に深く話し合いましたので、このことにつきまして、運営委員会のなかの話しを少ししたほうがいいのかな、それから部会のほうからもと思いますので。
木村副会長
先ず、運営委員会のなかでも果たして本当にどこまでできるのかということがありました。
しかしながら、もう一度改めてこの市民自治推進委員会の役割というのがどこにあるのかというところを考えて、どちらかというと、これまでは行政が作られたものに対していいか、悪いかという判断であったり、時には行政が作るのであるからいいんじゃないか、ということでどこか他人任せであったのも否めないことであろうと。
しかしながら、これから進めていかなければならない、われわれの役割を考えたら一人ひとりがきちんとした意見を持ち、責任と行動を取っていかなければならないというところで、これからつくるのは一つの条例ですから、ルールとかということを考えたときに、きちんとこのまちに住む市民として、ものはきちんと申して行かなければならないでしょうし、それに伴って行動も一緒にしていかなければならないんでしょうというならば、そこできちんと議論をしていかなければならないのだろうと考えております。
まず、その中で例えば第３部会として、「福祉のまちづくり条例」を受けたならば、きちんと議論をしてできないものはできないという場面も必要になってくるのかとは思いますが、ではどうすればできるのかということもあるでしょうし、さらにこの福祉については、これまでいろいろな団体が取組んできていると思います。議論のなかには例えば、社会福祉協議会等が１年かけて今後５年間のきずなプランという部分も議論されて実践されている。ではそこと一緒にジョイントしながら色々議論したり、その他福祉に取組んでいる団体があるので、そういった人たちとの議論をしながら、第３部会とそういったいろいろな人たちと意見交換をしながらつくって行く、第３部会だけで全てをやるというのではなく、たくさんの人のご意見をいただきながらやって行くほうが、さらに広く市民の声というところに結び付いて行くのだろうと考えております。
多分、第３部会の山田部会長は苦渋の決断をしながらも、一歩前へ進もうと考えたと思いますので、多くの方にご参加していただいて、そして部会も一つだけでなく複数の部会に登録してご意見をいただくのは可能ですので、是非その辺をお願いできればなと考えております。
議長（三澤副会長）
不安も含めて思っていることがございましたらご意見、ご質問をいただきたいと思います。
平田（和）委員（第３部会）
１６名でこういう条例を討議することはいいですよ。しかし、行政側は市民の声だと即断されたらたまったもんじゃないです。常に私たちは行政側に利用される立場もあるんです。そこのところを行政側からこういうことを討議してくれと、討議をしてこうようなことになりました。文書の通りできました。これでいいんですよとわれわれが判断していてもＮＰＯ法人、社会福祉協議会とかあるんじゃないですか。もっと広くやっていかないとただこの市民自治推進委員会で全て決められて、これが市民の声だと行政側が判断すると非常に危険なものと感じます。
議長（三澤副会長）
これにつきましては、はいお願いします。
山田（耕）運営委員（第３部会長）
私もね、頭悩まして、引き受けないでおこうかと、でもね、福祉のグループですから当然このまちづくり基本条例に係わりを持たなければならないと思うわけです。
それと社会福祉協議会でやっている「きずな」との触れ合い方を含めて、さらに他の福祉団体の意見を聞きながらやらないと本当にまちづくりの条例というのは、なかなかできないものだと思っています。
あくまでもわれわれが討議するのは、素案を作って、市民自治推進委員会の流れをみていただければわかると思いますが、何回も行き来すると思います。何回も検討されると思いますし、簡単にできるものではないと思いますけれども、第３部会の皆さんに頭を絞ってもらいまして、何かいい方法と思って私は引き受けざるを得ないというのが本当のところです。
瀧川委員（第３部会）

今のことに関連しまして、一つ質問いいですか。

検討していただきたい主な項目に、目的、理念、施策の基本方針等書かれていますが、この辺は今の基本計画のなかには書かれているものがありますよね、それをさらに掘り下げてほしいという意味ですか。それとも、いわゆるこれからの行政として施策を考えています。具体的な実施計画があってその実施計画の内容について、部会のほうでもっと吟味してほしいという意味なのですか。どちらなのですか。
議長（三澤副会長）
これにつきましては、福祉の担当者の方。
ちょっと待ってください。

山田（耕）運営委員（第３部会長）
私の感じているのは、全く真っ白の何もない状態から作ろうということです。

瀧川委員（第３部会）
何もないところから、先ほど第３部会の方がいっているように白紙状態から検討するというのは非常に手間のかかる話で、それだけの素養がないとなかなかできないですよ。
山田（耕）運営委員（第３部会長）
ただ、参考にするものがあります。参考にするものを色々吟味してやって行こうと思っています。
瀧川委員（第３部会）
先ほど、実施計画はあるというふうに聞いたのですが。基本計画に基づいた実施計画はあるんですよね。僕は、それを前提に実施計画がないのに今日こういう決め方で承認してくださいといわれたら、はっきりいって「はい」と言えないのです。
二階堂企画グループ総括主幹
実施計画は、先ほどご説明しているとおりでございます。
後藤福祉グループ社会福祉計画主幹
「福祉のまちづくり条例」の関係ですが、現在　具体的な福祉関係の計画というものは何本かあります。基本構想等の考え方に基づいてそれらについては計画を策定し推進しているものがあります。
「福祉のまちづくり条例」は、まっさらな状態からお願いしたいという考え方でおりますが、策定の方法、どのようなやり方によるかと思うのですが、部会の皆さん方に全く一から作ってもらうのがよいのか、ある程度の資料提供、他市の状況等を出していって作りやすい状況を私どものほうでやったほうがよいのかというふうには考えております。
策定の方法については、部会長さんなり、部会のなかで話し合い、やりやすい方法でと考えております。
議長（三澤副会長）
今のご説明で、ご理解いただけましたか。
二階堂企画グループ総括主幹
ちょっと補足させていただきます。今　後藤主幹が説明しましたのは、部会への保健福祉部としての関わり方を具体的に説明しましたものであります。基本的に別紙７にありますとおり、次世代育成支援行動計画、障害者福祉計画、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画、健康増進計画という福祉個別計画があります。今　条例を作ろうとしているのはその一つ上に立つ理念・考え方です。
基本的には条例を作ってその条例の精神を生かした個別計画を作るのが本来筋なのですが、登別市の場合、先に個別計画が出来ているものですから、その計画の上に立つ福祉の基本理念である条例を作ろうといているのがいま提案している部分なのです。
今、おっしゃったとおり、先ほど、実施計画、実施計画といわれているのですが、それは計画の下にぶら下がる計画を具現化するための事業を3年間のスパンで作ったものが実施計画なのです。ですから、条例というのはもう一つ上の基本理念とか計画を作るための基本となる根拠的な考えを乗せるのが条例というふうに理解されたほうがわかりやすいと思います。
瀧川委員（第３部会）
今回のように市民自治推進委員会ができていない時代があったはずなんですが、第１期基本計画のときにその市の条例を作るのはどこの役割だったんですか。普通は議会ですよね。
二階堂企画グループ総括主幹
上野市政が誕生して以来、市民参画ということを基本テーマに市政運営をしております。計画や条例を作る場合、わかりやすいのは計画ですが計画を作る場合、市民に公募をしております。市民検討会議を作りまして、その中に有識者といわれる方、一般市民の方、活動している例えば福祉関係団体で活動している方に入っていただいて、論議してただいて計画を作ってきています。今までのやりかたというのは、出す段階で市としての基本的な考え方、骨子を先に出していって骨子に対する意見をまとめて、素案作りをして検討委員会で意見をいただいてまとめていったと、最終的に議会に提案する前に市民の皆さんにパブリックコメントを求めて、そして最終的にまとめて議会に提案して議決をいただいて計画作りをしていたという流れです。
議長（三澤副会長）
今まではそうだつたんですが、まちづくり基本条例ができて市民自治推進委員会ができてそこで新たなステージができたと自覚しておりますけれども、他にご質問がなければ１９年度の事業計画がもう一つございます。
石亀委員（第１部会）
一点いいですか。手短にいきますから。実は私、この委員会に入るちょっと前から思っている夢があるんですけれども、｢景観条例｣ということばを見たとき、わが意を得たと思いました。まだ、第１部会に出していないのですが、全体会議に出したほうが早いので、緑、緑化と書いてありますが本当は、黄色も赤も色を入れてほしいのです。何を言いたいのかといいますと私、ボランティアガイドをやっていたときに、各地区でプロモーターというのですか、イベントを企画してやる人がたまたま私の所に来まして、登別市でこういうことをやらないかということで、私個人的に答えたことがあります。それ以来、「景観条例」ぴったりだと思うんですが札内台地にパッチワークの風景を作ってほしいとこれは私の夢なのです。これは酪農の人も観光の人もいろんな人が絡んでくると思いますけれども、あそこに温泉を利用し景観を季節によっていろんな色がつき、美瑛ですかパッチワークのまちです。札内に作ってほしいとそういう夢を私前から持っている。
プロモーターの人が言った話は、温泉でマラソン大会ができないかという話なのです。私に観光客の一人が勝手に言ってきたんです。私はそれについて答えられる立場にないといったんですが、その後、どこに駐車場を作ったらもっとたくさんの車が駐車できるのか、せっかく全国から来るのだから景観のきれいな美瑛のパッチワークの丘ですね。あんなのを是非、札内台地に作ってほしいという希望を持っていまして、そのうちに三澤さんが属している部会に観光という項目がありますから、例えばですけれども、そこの部会も絡めて将来に向けて登別市に景観を緑だけではなくて、もっと壮大なものを作って観光客を呼べないかと思っていたんです。いい機会ですからちょっと先走っていってしまいましたけれども。以上です。
議長（三澤副会長）

ありがとうございます。
他に無ければ３つ目の市民フォーラムについて、ご説明願います。　
木村副会長
市民フォーラムについては、スケジュールとか、具体的な内容はまだ確定はしておりません。
ただ、一人でも多くの方々に、このまちのまちづくりに積極果敢に参加していただけるようなそれを周知するような機会が必要だろうと思いますし、また、この委員会が活動していることも報告していき、周知していくことが必要だろうと考えております。
そういった内容のもので、フォーラムを１９年中に１回開催できればと考えておりますので、開催をするということについてご賛同いただきながら、詳細については運営委員会や部会のほうでもご意見を受け、意見交換をさせていただいて調整をさせていただければなと考えております。　以上です。

議長（三澤副会長）
この市民フォーラムについて、ご質問ありませんか。
中原委員（第３部会）
その考え方について私賛成いたしますが、私勝手に考えたのは議会が今回４回から３回ということになって、議員の立場で市民フォーラムを６月議会に替わるのをやるともう間近に迫っておりますよね。私そことの絡みがあるのかなと思ったのですよ。今の段階で議員さんがやる市民フォーラムとわれわれ市民自治推進委員会がやるものとはぜんぜん関わりはないのですか。
木村副会長
実は、運営委員会のなかでも幾つかそのような話がでております。新しく議員になった方もおりますので、そういった方々も含めて全体でそういった話し合いをしたほうがいいんじゃないかといったこともありましたし、まず広く市民の方に市民自治推進委員会とは何とか、自治て何とかというベーシックなところをお話していただく、基礎的な部分をお話していただくことが必要であろうと。加えて議会のほうと一緒に取組んでいかなければならない、議会の役割は一体なんなのかといったことも明確にしていくことも必要であろうという、そういったことを兼ね合いしながら進めるべきだという意見もいただいております。実は、それはどうあるべきかということは、まだまだ決めかねておりまして、そういったご意見をいただきまして、進めたいと考えておりまして、まったくしないということではないとご理解願います。
議長（三澤副会長）
他にご意見、ご質問ございませんか。
中原委員（第３部会）
行政側として、議員さん側が何を考えているのかという情報はないのですか。
二階堂企画グループ総括主幹
統一地方選挙が終わりまして６名の新人議員が誕生しました。しかしまだ議会も開催されておりませんし、新しい会派も出来ておりませんので、まだ議員の方との交流がありません、私どものほうではどのような考え方を持っているのかということについて把握しておりません。
議長（三澤副会長）
この市民フォーラムについて、他にご意見、ご質問ございませんか。
具体的な内容については何も決まっておりませんが、今年度の市民自治推進委員会の事業の一つとしてやろうかということで提案する形になっております。
無ければ１９年度の活動計画として、外部評価について、条例策定について、市民フォーラムについての３つの提案がなされました。これについて、ご意見いただきたいと思います。
では、端的にこれはだめだとか、無理だとかという意見もありますが、いかがでしょうか。
瀧川委員（第３委員会室）
入れることについて異議はありませんが、ただ、情報提供について先ほどホームページの話がでたんですが、私自身はホームページを見れる環境にはありますが市民自治推進委員会の委員全員が見れるとは思えないので、できれば紙ベースの提供をしていただきたいと思いますがいかがでしょうか。
議長（三澤副会長）
先ほどの質問の答弁として、ホームページのなかにあるとのことでしたが、紙ベースでの情報提供を前提にしてということですか。
瀧川委員（第３部会）
実は、ホームページ見ても正直言って色んな情報が入っており結構見るのが大変なのです。
例えば、色んな検討会とかの情報ありますけれども、議事録的な質疑応答の資料がばっと並んでおり要約されていなくて、質問と回答だけが全部見るとなると大変な情報量なのです。本来、質疑応答全て知りたいというのではなくて、今回のように計画的なまとまった資料を見たいという希望なんでできればピンポイントで情報が欲しい。
二階堂企画グループ総括主幹

ちょっと確認させてほしいのですが、それは事務事業評価調書のことを指しているのですか。
瀧川委員（第３部会）
特に、限定してこういう情報というのではなく、登別市のホームページには確かに色んな情報入っております。自分が見たい情報がなかなか正直いって探せないのです。
二階堂企画グループ総括主幹
どの情報を指しているのか、ちょっと理解ができないのですが、事務事業評価調書と限定した話であればお答えしたいんですが。

瀧川委員（第３部会）
そういう限定した話ではないのです。今回、そういう計画書なりを見たいのですよという場合、登別市の企画グループの情報を見ればいいですよと先ほど聞いたんですが、企画グループの情報というのが必ずしも総合計画書なり何とかというように分かれているのかどうか、まだ見ていないので分からないのですが探すのが大変なのです。
議長（三澤副会長）
活動計画について整理されたというか、まとまった資料というのか。
瀧川委員（第３部会）
私が見たいのは先ほど言った基本計画の下の実施計画に目を通して見たいと考えているんですけれども、それをホームページで見るのがすぐに探せるかどうか不安なのです。
二階堂企画グループ総括主幹
それは検索の問題であって、ホームページの右下のほうに各グループというものがありまして、それをクリックしてさらに企画グループをクリックしてもらうと基本計画なり、実施計画なり、があります。
瀧川委員（第３部会）
それは簡単に見つかりますか。皆さんが同じレベルで情報を見れるかどうかも心配なのです。
木村副会長
基本的には、これ最後の所でお話させていただくつもりでしたが、われわれの市民自治推進委員会のスタンスをどこに置くかということが一番大切なんだろうと思います。
これまでのスタンスであれば欲しい情報全てを事務局がお膳立てをし、要綱をつくりこれで間違いないでしょうかと、ある意味誤字・脱字をチエックするということで全て終わっていたと思います。情報用意してください、これくださいで、これまではよかった。
これからは、市民自治推進委員会としては、欲しい情報は自らがそれを取りに行こうというスタンスの中で、例えば、やってみなければわからないと、わからない場合はそれをどこで調べたらよいのかということを自らやって行こうと。資料についても、これがないからこれをペーパーでくださいという部分を、われわれの中でそれを確認して取得していかなければならないという気がしております。
例えば、今後の部会の開催とか、過去行われた情報とかという部分も送ってくるのを待つというのではなく、そこを確認し、取りに行かなければならないんだろうなと。それが今回のスタンスだろうと、それから先ほど言っていたホームページは、誰でもが見れる環境ではないということは間違えではないというふうに思います。
そこについては、ペーパーで情報をもらう人はそのような確認をして情報を提供いただくと。ホームページでいける人はホームページで行きそれを自分で獲得してくるというようなスタンスで、われわれはこれから取り組んでいかなければならないんだろうなと。その一つとして今回の議案案件の中で条例とか外部評価についても情報が自分で行ってもわからなければ、企画グループに確認をしてそれを送ってくださいとか、どこをクリックすれば入れますかとかと言う部分を自らの行動とある意味責任でしていくんだと。条例一つ取ってもこれまで作られたものを誤字・脱字のチェックでなくそういったものを作っていくためのアドバイスをいただきながら自らの力で作っていくという意識・気概をもっていかなければならないのだろうと思います。
合田運営委員
今おっしゃいましたけれども、先ほどの意見で条例等をつくるのは市民サイドでは難しいということですが、私、男女平等参画の方に関わっていまして、市民提案で条例案というかそういうものを出したいとずっと考えています。
今までは、行政は市民提案というものを受けてくれませんでした。ですから、わたしたちは自分たちのこういうものは欲しい、こういうふうにやるべきだとか、理念だとか、考え方だとか、方向だとか、極力市民サイドから自分達がこういうものが欲しいというものを自ら作っていくというふうにしていくのがこれからの大切な役割だと思います。
自治という問題は、結局自己決定は市民にあるということだと思います。そこのところがいままでのやり方と違うところは、意識改革をしてやっていかなければならないということが、市民自治推進委員会の押さえとして必要だと思います。
これまでは関わっていない部分なので躊躇する部分があるかもしれませんが、みんなで知恵を出し合ってやれば何とかなりますよ。みんなでやって行きたいなと思っております。
議長（三澤副会長）
受けるか受けないかについては、いまのことを含めましてやっていこうということで提案しました。不安もたくさんあると思いますし、それから１年間ということでいいますと、外部評価は

４１８件、単純に６つで割っても７０でこれを全てをやれるかどうかはわかりませんが、市民自治推進委員会としてやってみようかということについてはどうでしょうか、大きく括って。
近藤委員（第２部会）
外部評価について、まず表題に第三者が客観的な視点で事務事業を評価するもので、これを市民自治推進委員会にお願いしたいと書いてありますが、実際にこういうことだとすれば市民自治推進委員会のメンバーの一人として私がその立場になった場合、果たしてそういう評価ができるかどうかに疑問を持っております。
一市民自治推進委員会の意見としてまとめるのか、市民の代表みたいな形でやられたのならば、これは問題あるんじゃないの。例えば、こういう問題を市民自治推進委員会のなかで検討していますということを、市民に事前に周知してもらう様なことがあればですね。意見をどういう集約していくのかわかりませんが、おそらく相当専門的な視野がないと評価なんかできないと思います。私自身は難しいと思います。
平田（和）委員（第３部会）
先ほど、行政側から４１８本、これを討議してくれと。受ける側からすれば俺たちは下部組織かと思ってしまいます。部会でわれわれの要求することを出して行きましょう。そうしないと何か行政のやりたいことをわれわれがこなしているような感じでしょうがないのです。その点感じます。
議長（三澤副会長）
他に、ご意見ございませんか。
田中会長
おっしゃるとおりだと思います。
私も先般の運営委員会の中で今回４１８本ですが、２年後、３年後にはどういうものが出てくるのか全く分からない状態です。大事なことは各部会できたもの全部をやらなければならないと発想で捉えるのではなくて、自らの部会の判断でこれはやるけどこれはやりませんという判断基準をつくっていかなければならないというふうに考えております。
行政評価をするにあたっても先ほど、どなたかおっしゃっておりました。その事業に精通していなければ本当に良いのか悪いのかどうか分かるわけもないし、その事業に関わる活動している既存の団体の人達のほうが貴重なノウハウをもっているし意見集約もされていると思います。
そういう方達の意見も全く別にして、市民自治としての意見をだしてそれが果たしてどういう結果になっていくのかということも考えていかなければならない。
具体的な評価に当っては、１・２・３・４・５の５段階にするのか、星三つにするのか色々な評価の方式を決めなきゃいけない。でも、決めたにしても、点数を取ったとしても１０点取ったからどうなの、要するに、この事業をやるのでしょうか、やめるのでしょうか、それとももっと拡大するのでしょうか、そういった答えを具体的に出していかなければならない。
また、なぜそういった答えになったかという明確な理由も必要になります。審査する立場の人が色々な関係諸団体に属している。評価する事業の中に自分の関係する団体の事業が入っている場合もある。そうすると自分の関係する事業は見直ししてほしくないなと。廃止してほしくないなと。当然そういうことも想定されるのです。
その時は、いかに透明で公平で平等な審査が出来るかという審査する側の心構えといったことが問われてくると思います。そういう決めていかなければならないことがたくさんあります。
ですから、ペーパーできたからはいそれじゃこれマル、バツというわけには行かないと思います。
そういうことを含めて是非、部会の中でそういうものを決めていって、運営委員会の中で市民自治推進委員会としての物差というのですか、評価の物差、誰が図っても1㎝は１㎝です。人によっては２㎝になるような物差ではなくて、きちんとした測定ができる物差作りをしないと私は適正な事務事業評価は出来ないと思います。
議長（三澤副会長）
他に、ご意見ございませんか。

先ず、最初の案件、外部評価について、これについては反対意見はないということで、次の条例策定について、これは第３部会とか、第５部会とか具体的な部会名が上がっておりましたが、やりましょうという意見がありました。
～異議なしの声あり

３番目、市民フォーラムについてもこれから検討していかなければなりません。
１９年度の活動計画について三つの大きな活動計画に対する反対意見がないということで、それでは全体会議終わりまして、向かっていく方向について検討を重ねて出して行きたいと思います。
それでは１９年度の活動計画につきまして承認される方は拍手を持ってお願いします。
～拍手あり
ありがとうございました。

それでは（４）のその他につきまして、情報提供につきましてこちらから申し上げたいと思いましたが、先ほど申しあげましたので終わったということで、全体でのその他につきまして。
瀧川委員（第３部会）
非常にくどいようなのですけれども、こういう打合せのなかで、意見交換のなかでどういう資料があります、ホームページのどこのなかにありますというような見出し、表題だけで結構なのですが、何かいただければ大変助かるのですが。どこに関連資料がありますとかというようなもの、全部開いて中を開いてさがせというのは酷だと思います。いま情報はすごく多いですから。見るほうもすごく疲れるのです。見出しぐらいメモしていただければ非常に助かります。

例えば先ほど４１８項目の事業がありますと、それがどういう表題の資料に載ってますということでもいいのですが。
木村副会長
事務事業の内部評価についてどこに載ってますか、それがわかるということですね。

瀧川委員(第３部会)
ホームページにあるとすればホームページのどこどこのグループの所属なのか、それとも別な表題でカテゴリーが分かれているのかとか、何かそういう情報があれば、自分で積極的に探せということであれば厳しいです。
二階堂企画グループ総括主幹
例えばですね、今回のように協議事項にかけるような場合にという前提ですか。
瀧川委員（第３部会）
それで結構です。

二階堂企画グループ総括主幹

そういう前提でメモ程度であれば作れると思いますけれども、ただ市の情報は莫大な量ですのでそれを全てというのは無理かと思いますが、限定していただいて、それはわれわれも作ることは可能です。
議長（三澤副会長）
外部評価の資料は、これから具体的にできてくるのですか。
二階道企画グループ総括主幹
これからできます。
議長（三澤副会長）
ですからホームページも見れるし、ということで大雑把なものはできてくるということで。
瀧川委員（第３部会）
なるべく早くほしいのです。というのは次に第３部会が６月１２日に開催されます。それを読む時間も入れて１週間位前には目を通しておきたいなという希望です。先ずですね、部会の時間が１時間半しかないのです。月に１回なので全然進まないのが実態です。今のところ回数を増やそうということなのですが、皆さん忙しい方なのですぐには難しいと思います。必要が出てくれば計画を立てて何をどこまでと言うことを、回数を増やすなり時間を延ばすなりの検討していかなければならないと思います。あるいは事前に勉強をしてコンパクトに議論するとか色々と考えていかなければならない。
委員
４１８ある項目は７月中旬でなければでないの。
瀧川委員（第３部会）
中間でもいいです。
二階堂企画グループ総括主幹

事務事業評価対象の事後評価ですから１８年度事業になりますが、調書そのものは各部から集約して内部委員会にかけていくことになりますので、事務的に７月末までできません。
瀧川委員（第３部会）
今、全く無いのですか。
二階堂企画グループ総括主幹

今日、市内部の説明会を終えまして、これから各部から調書がでてきます。ただ４１８の事業のどういうことをしているかという各部会ごとの事業一覧表は１０日くらい時間をいただければ、企画グループで作成して直近から開催される部会からお配りしたいというふうに考えております。

瀧川委員（第３部会）
取りあえずそのような資料で結構です。全てが検討対象になるかどうかの大まかな判断するものには使えると思います。

議長（三澤副会長）
それではその他のところで、何かありませんか。

小林寛委員（第６部会）
各部会をしているので、今の話からすると他の部会に入ることも可能だということで、できれば各部会の次回の開催が分かるような方法を事務局で。
木村副会長
こちらの方も、ホームページで次回開催についてご案内させていただいております。それと企画グループへお問い合わせいただくとお答えしております。

議長（三澤副会長）
よろしいでしょうか。全体を通して他にございませんか。

木村副会長
長時間かかっていて申し訳ありません。
何点かご報告と確認ですが、これは部会の方でもご確認頂きたいのですが、各部会や全体会議のご案内を郵送などで行っておりますが、これから多くの方に参加して頂くことを考えていくときに資料代も含めてお金がどんどんかさんでいくので、何とか皆さんの知恵をいただきながら少しでも圧縮できることはないかなと考えております。
例えばメールがあってメールでいただければいいよと。また、資料関係もメールで送っていただければ自分で印刷するよとかあると思っております。ペーパーで郵送してもらったほうが確実という人もおりますので、それをこちらで確認をさせていただきながら、できるだけ経費をかけないでいける方法があるのであれば、それに取り組みたいと思いますし、実は、外部評価や条例を作るときに、これまでやってきた人にもどんどん積極的に入ってきてもらいたいと考えております。
そうすると資料、ご案内含めて今８０人位の方がもっともっと多くなった場合、送るだけでも大変な事務作業になってしまいます。そういった部分でも自分達が主体的にできる部分がないかと考えております。後日ご協力していただければと思っております。
それと情報等について分からないことがありましたら積極的に事務局のほうにご確認をしていただいてこれからもご協力をお願いします。以上です。
議長（三澤副会長）
ありがとうございます。

他に、ございませんか。なければこれを持ちまして議事の方を終わらせていただきます。

二階堂企画グループ総括主幹
先ほど規約が承認されまして、複数の部会に登録することができるようになりましたので、本日事務局の方で申込書を持ってきておりますので、希望される方はこちらの方にきていただきたいと思います。
木村副会長
直近は第４部会で６月４日に開催されます。第５部会は６月５日に開催されます。場所・時間については事務局にご確認ください。

議長（三澤副会長）
これを持ちまして第４回全体会議を終了します。
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